
11

増減（③-②）

12,648 千円 0 千円 12,648 千円

駐車可能台数(駐車マス数)：165台ＫＰＩ 受益者など（見込）

0 千円

事業概要

4

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

（まちづくり部）

№01

部課室 まちづくり部都市計画課 事業名 都市計画支援システム事業

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

予算編成過程・ＫＰＩの公開

① ② 増減（②-①） ③

2,292 千円 0 千円

その他事業

① ② 増減（②-①）

その他事業

対象1人あたり

③ 増減（③-②）

8,778 千円 8,778 千円 0 千円 8,778 千円 0

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

22 円

№03

部課室 まちづくり部都市計画課 事業名 自動車整理場管理事業

SDGs（持続可能な開発目標）

　市内4か所の自動車整理場の維持管理を行う。
　・本町自動車整理場20台、大宮公園自動車整理場43台
　・若竹自動車整理場69台、猿海道自動車整理場33台

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

一宮市R3.10.1現在人口：382,656人

11

事業概要

　来庁者が都市計画情報を検索したり、都市計画基本図を購入するための窓口タッチパネルや、都市計
画、公園緑地業務支援に係る地理情報システム(ＧＩＳ)の保守・管理を行う。定期的に地番図データや都
市計画情報を更新・設定する。

2,292 千円

ＫＰＩ 受益者など（見込）

千円

0 千円2,292 千円

市長査定額

円

№02

部課室 まちづくり部都市計画課 事業名 都市計画基礎調査事業 事業区分 臨時事業

対象1人あたり

SDGs（持続可能な開発目標）

事業概要

事業区分

事業区分

対象1台あたり 76,654

　土地利用計画や用途地域見直し等の基礎資料とするため、定期的に都市における現況や将来の見通しに
ついて調査する。
　令和4年度は、建物別利用状況、地区別新築状況の調査を行う。

担当課室要求額 財政担当査定額

440都市計画基本図購入者：5,200人ＫＰＩ 受益者など（見込）

SDGs（持続可能な開発目標）

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

9

11

円

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

12,648 千円



17

4 予算編成過程・ＫＰＩの公開 （まちづくり部）

№04

部課室 まちづくり部都市計画課 事業名 まちなかウォーカブル推進事業 事業区分 その他事業

事業概要

　まちづくりの中核を担う中心市街地である一宮駅周辺約1キロメートル圏内において、官と民の多様な連
携・共鳴により、居心地が良く歩きたくなるまちなかを形成し、都市のにぎわい創出を図る。
　令和4年度は、未来ビジョン策定及び策定に向けた社会実験並びに事業プロモーションのためのPR制作等
を民間とともに連携しながら行う。

SDGs（持続可能な開発目標）

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

11

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

24,755 千円 24,755 千円 0 千円 24,755 千円 0 千円

ＫＰＩ 受益者など（見込） 一宮市R3.10.1現在人口：382,656人 対象1人あたり 64 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

№05

部課室 まちづくり部都市計画課 事業名 名古屋鉄道尾西線苅安賀駅付近鉄道高架事業 事業区分 投資的事業

事業概要

　周辺地域の渋滞解消、地域経済の発展や安全性の向上を目的として、愛知県が進める名鉄尾西線苅安賀
駅付近鉄道高架事業の事業費の一部を負担する。
　令和4年度は、水路改修工事費の一部を負担する。

SDGs（持続可能な開発目標） 3 9 11

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

千円

ＫＰＩ 受益者など（見込） 一宮市R3.10.1現在人口：382,656人 対象1人あたり 4.81 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

1,839 千円 1,839 千円 0 千円 1,839 千円 0

№06

部課室 まちづくり部都市計画課 事業名 名神高速道路スマートインターチェンジ設置検討事業 事業区分 臨時事業

事業概要

　名神高速道路へのアクセスや一宮ジャンクション付近の渋滞対策のため、スマートインターチェンジの
設置に向けた検討を岩倉市と行う。
　令和4年度は、スマートインターチェンジの設置位置の検討、交通量推計、費用便益分析等を行う。

SDGs（持続可能な開発目標） 3 9 11

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

7,942 千円 7,942 千円 0 千円 7,942 千円 0 千円

ＫＰＩ 受益者など（見込） 一宮市R3.10.1現在人口：382,656人 対象1人あたり 20 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。



4 予算編成過程・ＫＰＩの公開 （まちづくり部）

№07

部課室 まちづくり部地域交通課 事業名 ｉ－バス運行事業 事業区分 その他事業

事業概要

　第2次一宮市公共交通計画に基づくバス路線ネットワークのうち、ｉ－バス(一宮コース、尾西北コー
ス、尾西南コース、木曽川・北方コース、千秋町コース【千秋ふれあいバス】、大和町・萩原町コース
【ニコニコふれあいバス】)6コースの運行を行う。

SDGs（持続可能な開発目標） 7 11 17

円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

№08

部課室 まちづくり部地域交通課 事業名 バス路線維持対策補助事業 事業区分 その他事業

事業概要

　１３８タワーパーク及び総合体育館と一宮駅を結ぶ「名鉄バス光明寺線」、木曽川町地域と一宮駅を結
ぶ「名鉄バス一宮・イオン木曽川線」、それぞれの運行経費の欠損額に対する補助を行い、市の公共交通
ネットワークの幹線的バスとして両路線を維持し、地域住民の生活交通の確保を図る。

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

133,134 千円 133,134 千円 0 千円 133,134 千円 0 千円

7 11

ＫＰＩ 受益者など（見込） ｉ－バス年間利用者数：218,378人 対象1人あたり 609

17

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

千円

ＫＰＩ 受益者など（見込） 光明寺線、一宮・イオン木曽川線年間利用者数：168,505人 対象1人あたり 148 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

24,945 千円 24,945 千円 0 千円 24,945 千円 0

SDGs（持続可能な開発目標）

№09

部課室 まちづくり部地域交通課 事業名 ｉ－バスミニ運行事業 事業区分 その他事業

事業概要

　鉄道駅やバス停から離れた公共交通を利用しづらい地域にある公民館等に、予約制の乗合タクシー「ｉ
－バスミニ」の停留所を設置し、最寄りのバス停まで送迎を行う。

SDGs（持続可能な開発目標） 7 11 17

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

1,079 千円 1,079 千円 0 千円 1,079 千円 0 千円

ＫＰＩ 受益者など（見込） ｉ－バスミニ年間利用者数：1,325人 対象1人あたり 814 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。



4 予算編成過程・ＫＰＩの公開 （まちづくり部）

№10

部課室 まちづくり部地域交通課 事業名 地域ボランティア輸送支援事業 事業区分 その他事業

事業概要

　公共交通機関では対応しきれない高齢者等の日常の移動手段の確保を図るため、地域団体が自主的にボ
ランティア運転手を確保し実施する輸送サービスに対し、必要な費用の一部を負担する。

SDGs（持続可能な開発目標） 7 11 17

円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

№11

部課室 まちづくり部地域交通課 事業名 第3次一宮市公共交通計画策定事業 事業区分 臨時事業

事業概要

　地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づく地域公共交通計画として、令和5年度から5年間を
計画期間とする第3次一宮市公共交通計画を策定する。

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

925 千円 925 千円 0 千円 925 千円 0 千円

11

ＫＰＩ 受益者など（見込） ボランティア輸送年間利用者数：960人 対象1人あたり 963

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

千円

ＫＰＩ 受益者など（見込） 一宮市R3.10.1現在人口：382,656人 対象1人あたり 36 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

13,833 千円 13,833 千円 0 千円 13,833 千円 0

SDGs（持続可能な開発目標）

№12

部課室 まちづくり部地域交通課 事業名 ｉ－バス利用促進支援事業 事業区分 新規事業

事業概要

　i－バス沿線地域におけるバス利用を促進する地域団体の活動に必要な費用の一部を負担する。

SDGs（持続可能な開発目標） 11

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

100 千円 0 千円 △100 千円 0 千円 0 千円

ＫＰＩ 受益者など（見込） i－バス年間利用者数：174,919人 対象1人あたり 0.00 円

査定結果の理由等

【実施見送り】
 　事業内容及び要求額を精査して一旦保留したが、担当課からの申し出により、計上を見送った。



4 予算編成過程・ＫＰＩの公開 （まちづくり部）

№13

部課室 まちづくり部地域交通課 事業名 路線バス利用者維持・確保支援事業 事業区分 臨時事業

事業概要

　外出が必要な高齢者に対して、民間路線バス事業者が発行する高齢者向け定期券の購入時に、市が購入
費の一部を負担する。

SDGs（持続可能な開発目標） 7 11 17

円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

№14

部課室 まちづくり部地域交通課 事業名 放置自転車等対策事業 事業区分 その他事業

事業概要

　尾張一宮駅・名鉄一宮駅を利用する歩行者等が安全に通行できるようにするため、駅周辺の自転車等の
放置禁止区域及び放置規制区域に指定した区域内の放置自転車等を撤去し、撤去した自転車等の保管及び
返還を行う。

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

1,375 千円 1,375 千円 0 千円 1,375 千円 0 千円

11

ＫＰＩ 受益者など（見込） 一宮市在住の満65歳以上の高齢者：103,701人 対象1人あたり 13

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

千円

ＫＰＩ 受益者など（見込） 尾張一宮駅・名鉄一宮駅年間乗車数：16,484,774人 対象1人あたり 0.54 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

8,823 千円 8,823 千円 0 千円 8,823 千円 0

SDGs（持続可能な開発目標）

ＫＰＩ 受益者など（見込） 駐輪場年間延べ利用者数：1,809,670人 対象1人あたり 12 円

№15

部課室 まちづくり部地域交通課 事業名 駅駐輪場管理事業 事業区分 その他事業

事業概要

　市が管理している鉄道駅やバス停付近の駐輪場(37か所)を有効に利用し、周辺道路への駐輪を防ぐた
め、駐輪場内の自転車整理等の維持管理を行う。

SDGs（持続可能な開発目標）

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

23,408 千円 23,408 千円 0 千円 23,408 千円 0 千円

11



査定結果の理由等

【令和3年度3月補正予算に組み替えて計上】
　要求額について、国の補正予算に伴い令和3年度3月補正予算に組み替えて計上するため、減額し
た。

ＫＰＩ

38,000 千円 0 千円 △38,000 千円 0 千円 0 千円

受益者など（見込） 一宮市R3.10.1現在人口：382,656人 対象1人あたり 0.00 円

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

№18

部課室 まちづくり部地域交通課 事業名 道路附属物保全事業 事業区分 投資的事業

事業概要

　市が管理する道路附属物(道路照明灯・道路標識)の予防保全を行うため、定期的な点検を実施する。

11SDGs（持続可能な開発目標） 3

千円

ＫＰＩ 受益者など（見込） 計画路線の通学児童数：2,951人 対象1人あたり 0.00 円

査定結果の理由等

【令和3年度3月補正予算に組み替えて計上】
　要求額について、国の補正予算に伴い令和3年度3月補正予算に組み替えて計上するため、減額し
た。

53,000 千円 0 千円 △53,000 千円 0 千円 0

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

部課室 まちづくり部地域交通課 事業名 通学路カラー塗装整備事業 事業区分 投資的事業

事業概要

　全小学校の通学路で歩車道分離がされていない登校児童数10人以上の市道を対象に、片側の路肩等にカ
ラー塗装(緑塗り)を実施する。

SDGs（持続可能な開発目標） 3 4 11

ＫＰＩ 受益者など（見込） 一宮市R3.10.1現在人口：382,656人 対象1人あたり 200 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

№17

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

76,600 千円 76,600 千円 0 千円 76,600 千円 0 千円

事業概要

　市道で交通事故の危険性が高い箇所、小学校等の付近で特に交通の安全を確保する必要がある箇所及び
交通の混雑により交通事故が多発する恐れがある箇所を対象に、交差点での視認牲を向上させる道路反射
鏡や注意喚起のための道路標示等の交通安全施設を必要に応じ設置し、交通環境の改善を図る。

SDGs（持続可能な開発目標） 3

4 予算編成過程・ＫＰＩの公開 （まちづくり部）

№16

部課室 まちづくり部地域交通課 事業名 交通安全施設整備事業 事業区分 投資的事業



受益者など（見込） 一宮市R3.10.1現在人口：382,656人 対象1人あたり 6.51 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

ＫＰＩ

2,490 千円 2,490 千円 0 千円 2,490 千円 0 千円

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

千円 36,500 千円 0

13SDGs（持続可能な開発目標） 7 11

事業概要

　電気料金の削減と温室効果ガスの排出量削減を図るため、道路照明灯約1,300灯をリース方式によりＬＥ
Ｄ化する。

11 13

№21

部課室 まちづくり部地域交通課 事業名 道路照明灯ＬＥＤ化事業 事業区分 新規事業

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

千円

ＫＰＩ 受益者など（見込） 自転車通行空間整備対象地区人口：100,814人 対象1人あたり 362 円

査定結果の理由等

【令和3年度3月補正予算に一部組み替えて計上】
　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。
　要求額の一部について、国の補正予算に伴い令和3年度3月補正予算に組み替えて計上するため、
減額した。

58,500 千円 36,500 千円 △22,000

ＫＰＩ 受益者など（見込） 丹陽町連区R3.10.1現在人口：28,626人 対象1人あたり 139 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

№20

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

部課室 まちづくり部地域交通課 事業名 自転車通行空間整備事業 事業区分 投資的事業

事業概要

　令和元年度に策定した「一宮市自転車活用推進計画」に基づき、歩行者や自転車が安全に通行できる交
通環境を整備するため、自転車専用通行帯(青色カラー塗装)、ピクトグラム等を設置する。
　令和4年度は、市道0132号線(昭和2丁目地内ほか)始め2路線の本工事及び市道0133号線(新生1丁目地内ほ
か)の調査設計を実施する。

SDGs（持続可能な開発目標） 3

　安全・安心な生活道路空間を確保するため、交通ビッグデータを活用して、交通事故等が発生している
箇所及び潜在的に危険な箇所を把握し、幹線道路と生活道路の使い分けを明確にさせ、ハンプや狭さく等
の交通安全対策を行う。
　令和4年度は、平島地区において実態調査、交通安全対策工事の設計を委託する。

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

4,000 千円 4,000 千円 0 千円 4,000 千円 0 千円

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

4 予算編成過程・ＫＰＩの公開 （まちづくり部）

SDGs（持続可能な開発目標） 3

№19

部課室 まちづくり部地域交通課 事業名 生活道路交通安全対策事業 事業区分 投資的事業

事業概要



受益者など（見込） 管理延長：59km 対象1kmあたり 2,367,694 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

ＫＰＩ

139,694 千円 139,694 千円 0 千円 139,694 千円 0 千円

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

千円 470,939 千円 0

SDGs（持続可能な開発目標） 11

事業概要

　街路樹の剪定や植樹帯の除草・清掃等の維持管理を実施する。

11

№24

部課室 まちづくり部公園緑地課 事業名 街路緑化管理事業 事業区分 その他事業

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

17

千円

ＫＰＩ 受益者など（見込） 管理面積(大野極楽寺公園除く)：1,312,600㎡ 対象1㎡あたり 358 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

470,939 千円 470,939 千円 0

ＫＰＩ 受益者など（見込） 外崎施行地区内想定人口：2,100人 対象1人あたり 52,380 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

№23

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

部課室 まちづくり部公園緑地課 事業名 都市公園維持管理事業 事業区分 その他事業

事業概要

　都市公園等における除草・清掃、植物管理、施設の保守点検・修繕等を実施する。

SDGs（持続可能な開発目標） 6

事業名 外崎地内橋梁整備事業 事業区分 投資的事業

事業概要

　外崎土地区画整理事業の施行地区内において、交通の円滑な流れと安全な歩行者動線を確保するため、
一級河川縁葉川により分断されている主要な区画道路を結ぶ橋梁を整備する。
　令和4年度は、橋梁下部工の本工事を行う。

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

110,000 千円 110,000 千円 0 千円 110,000 千円 0 千円

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

4 予算編成過程・ＫＰＩの公開 （まちづくり部）

SDGs（持続可能な開発目標） 11

№22

部課室 まちづくり部区画整理課



受益者など（見込） 対象連区人口(R3.10.1現在)：309,904人 対象1人あたり 3.30 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

ＫＰＩ

1,023 千円 1,023 千円 0 千円 1,023 千円 0 千円

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

千円 139,132 千円 0

16 17SDGs（持続可能な開発目標） 11

事業概要

　市民が安心して公園を利用できるよう防犯対策の一環として、令和元年度に市内23の都市公園等に設置
した28台の防犯カメラに対し、不審者の公園内侵入防止と犯罪抑止の目的を果たすため適切な保守・管理
を行う。

11

№27

部課室 まちづくり部公園緑地課 事業名 都市公園防犯カメラ維持管理事業 事業区分 その他事業

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

17

千円

ＫＰＩ 受益者など（見込） 管理面積：738,000㎡ 対象1㎡あたり 188 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

139,132 千円 139,132 千円 0

ＫＰＩ 受益者など（見込） 丹陽・朝日連区R3.10.1現在人口：41,041人 対象1人あたり 528 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

№26

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

部課室 まちづくり部公園緑地課 事業名 大野極楽寺公園ほか２公園指定管理事業 事業区分 その他事業

事業概要

　大野極楽寺公園・光明寺公園・木曽川沿川緑地の一部の管理運営において、指定管理者制度により民間
事業者の能力等を活用し、効率的な維持管理・運営等を行う。

SDGs（持続可能な開発目標） 4 6 8

事業名 美しい並木道再生事業 事業区分 その他事業

事業概要

　大径化した街路樹による歩道の根上りを解消するとともに、安全な歩行空間を確保するため、街路樹の
更新を行い美しい並木道に再生する。
　　令和4年度工事箇所：市道0168号線(猿海道北通線)【一宮市猿海道２丁目地内】
　　　　 　　　　　　　市道0170号線(五城森上線)　【一宮市玉野地内】

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

21,700 千円 21,700 千円 0 千円 21,700 千円 0 千円

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

4 予算編成過程・ＫＰＩの公開 （まちづくり部）

SDGs（持続可能な開発目標） 7 11

№25

部課室 まちづくり部公園緑地課



受益者など（見込） ツインアーチ１３８入館者数：61,685人 対象1人あたり 456 円

査定結果の理由等

　市全体の予算規模を踏まえて一部の修繕費用等を一旦保留したが、事業の優先度を再検討した結
果、要求額を一部減額して計上した。

ＫＰＩ

28,800 千円 23,351 千円 △5,449 千円 28,151 千円 ＋4,800 千円

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

千円 19,100 千円 0

17SDGs（持続可能な開発目標） 8 11

事業概要

　ツインアーチ１３８の老朽化に伴い、緊急性が高い修繕業務を行う。
　また、現在の老朽化の状況を把握し、効率的・経済的な修繕・更新を行うための計画を策定するほか、
部品が生産停止になった投光器をLED化するための設計業務委託等を行う。

11

№30

部課室 まちづくり部公園緑地課 事業名 ツインアーチ１３８修繕事業 事業区分 新規事業

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

17

千円

ＫＰＩ 受益者など（見込） ツインアーチ１３８入館者数：61,865人 対象1人あたり 308 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額を精査した結果、担当課からの申し出を受け、指定管理料を見直して一部増
額した。

18,300 千円 19,100 千円 ＋800

ＫＰＩ 受益者など（見込） 一宮市R3.10.1現在人口：382,656人 対象1人あたり 6.27 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

№29

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

部課室 まちづくり部公園緑地課 事業名 ツインアーチ１３８維持管理事業 事業区分 その他事業

事業概要

　ツインアーチ１３８の管理運営において、指定管理者制度により民間事業者の能力等を活用し、効率的
な維持管理・運営等を行う。

SDGs（持続可能な開発目標） 8

事業名 公園照明灯ＬＥＤ化事業 事業区分 新規事業

事業概要

　電気料金の削減と温室効果ガスの排出削減を図るため、公園照明灯約1,000灯をリース方式によりＬＥＤ
化する。

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

2,400 千円 2,400 千円 0 千円 2,400 千円 0 千円

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

4 予算編成過程・ＫＰＩの公開 （まちづくり部）

SDGs（持続可能な開発目標） 7 11 13

№28

部課室 まちづくり部公園緑地課



受益者など（見込） 整備面積：2,600㎡ 対象1㎡あたり 17,692 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

ＫＰＩ

46,000 千円 46,000 千円 0 千円 46,000 千円 0 千円

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

千円 5,232 千円 0

17SDGs（持続可能な開発目標） 3 11

事業概要

　千秋町から丹陽町地内において、青木川河川敷を利用し遊歩道、休憩スペース、植栽による憩いの場を
創出する。
　令和4年度は、引き続き平島2丁目地内ほかの整備を行う。

11

№33

部課室 まちづくり部公園緑地課 事業名 青木川河川敷公園整備事業 事業区分 投資的事業

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

17

千円

ＫＰＩ 受益者など（見込） 尾西6連区R3.10.1現在人口：58,534人 対象1人あたり 89 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

5,232 千円 5,232 千円 0

ＫＰＩ 受益者など（見込） 年間イベント参加者数：555,294人 対象1人あたり 19 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

№32

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

部課室 まちづくり部公園緑地課 事業名 県営水環境整備(奥村・森上井筋地区)計画策定事業 事業区分 投資的事業

事業概要

　奥村井筋・森上井筋の上部を利用した遊歩道の整備に必要な計画を策定するとともに、県に申請するた
めの書類を作成する。

SDGs（持続可能な開発目標） 3

事業名 国営木曽三川公園三派川地区センターイベント負担事業 事業区分 その他事業

事業概要

　国営木曽三川公園三派川地区センターイベント実行委員会が１３８タワーパークで四季折々のイベント
を実施する費用を負担する。

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

10,900 千円 10,900 千円 0 千円 10,900 千円 0 千円

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

4 予算編成過程・ＫＰＩの公開 （まちづくり部）

SDGs（持続可能な開発目標） 8 11 17

№31

部課室 まちづくり部公園緑地課



受益者など（見込） 調査対象公園：138公園 対象1公園あたり 108,695 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

ＫＰＩ

15,000 千円 15,000 千円 0 千円 15,000 千円 0 千円

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

千円 31,000 千円 0

SDGs（持続可能な開発目標） 11

事業概要

　公園の計画的な維持管理の基本方針を明確にして、施設ごとの管理方針、長寿命化対策の予定時期や内
容等を整理し、最も低廉なコストで実施できるよう長寿命化計画を策定する。

11

№36

部課室 まちづくり部公園緑地課 事業名 公園施設長寿命化計画策定事業 事業区分 投資的事業

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

千円

ＫＰＩ 受益者など（見込） 整備対象公園数：19公園 対象1公園あたり 1,631,578 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

31,000 千円 31,000 千円 0

ＫＰＩ 受益者など（見込） 整備対象公園：5公園 対象1公園あたり 3,700,000 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額を精査した結果、対象工事を見直して一部減額した。

№35

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

部課室 まちづくり部公園緑地課 事業名 公園施設長寿命化対策事業 事業区分 投資的事業

事業概要

　一宮市公園施設長寿命化計画に基づき、誰もが安全で安心して利用できる公園とするため、老朽化した
遊具などの公園施設の更新を行う。

SDGs（持続可能な開発目標）

事業名 各種公園整備事業 事業区分 投資的事業

事業概要

　市内各公園において、危険箇所等に設置するフェンスなどの管理施設のほか、休憩施設や便益施設など
の公園施設を整備・改善することにより、公園利用者の安全性、利便性の向上を図る。

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

19,000 千円 18,500 千円 △500 千円 18,500 千円 0 千円

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

4 予算編成過程・ＫＰＩの公開 （まちづくり部）

SDGs（持続可能な開発目標） 11

№34

部課室 まちづくり部公園緑地課



受益者など（見込） みどりの少年団登録校：2校 対象1校あたり 10,000 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額を精査した結果、補助金額を見直して一部減額した。

ＫＰＩ

30 千円 20 千円 △10 千円 20 千円 0 千円

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

千円 1,805 千円 0

13SDGs（持続可能な開発目標） 4 11

事業概要

　次代を担う緑に関心を持つ小中学生に正しい緑の知識を身につけてもらうため、それぞれの地域におい
て展開する学習活動、奉仕活動、野外活動等に対し補助金を交付する。

11 13

№39

部課室 まちづくり部公園緑地課 事業名 みどりの少年団育成事業補助事業 事業区分 その他事業

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

千円

ＫＰＩ 受益者など（見込） 令和4年度小学校1年生：2,138人 対象1人あたり 844 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

1,805 千円 1,805 千円 0

ＫＰＩ 受益者など（見込） 冨田山公園年間利用者数：85,768人 対象1人あたり 699 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

№38

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

部課室 まちづくり部公園緑地課 事業名 小学校入学記念樹配付事業 事業区分 その他事業

事業概要

　市内の小学校に入学した児童に入学記念樹として苗木や多肉植物の鉢植えを配付する。

SDGs（持続可能な開発目標） 4

事業名 冨田山公園再整備関連事業 事業区分 投資的事業

事業概要

　冨田山公園の魅力の向上を図るため、風光明媚な木曽川を眺望できる転落防止柵を兼ねたウッドデッキ
等を設置し、利用者にやすらぎと憩いの場を提供する。

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

60,000 千円 60,000 千円 0 千円 60,000 千円 0 千円

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

4 予算編成過程・ＫＰＩの公開 （まちづくり部）

SDGs（持続可能な開発目標） 8 11

№37

部課室 まちづくり部公園緑地課



千円 7,000 千円 0

11 13

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

17

千円

ＫＰＩ 受益者など（見込） 緑の街並み推進事業補助金申請者：5件 対象1件あたり 1,400,000 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

7,000 千円 7,000 千円 0

ＫＰＩ 受益者など（見込） イベント来場者数：165,000人 対象1人あたり 96 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額を精査した結果、協議会の収支予算を踏まえて一部減額した。

№41

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

部課室 まちづくり部公園緑地課 事業名 緑の街並み推進事業補助事業 事業区分 その他事業

事業概要

　優秀な緑化の創出、緑化の推進を図るため、「あいち森と緑づくり税」を活用して民有地の緑化に関す
る費用を補助する。
　補助対象：緑化面積が50㎡以上の敷地又は生垣延長が15m以上

SDGs（持続可能な開発目標）

事業名 いちのみやリバーサイドフェスティバル運営協議会事業 事業区分 その他事業

事業概要

　いちのみやリバーサイドフェスティバル運営協議会が開催するイベント等に分担金を支出する。
　・いちのみやリバーサイドフェスティバル
　　(令和4年5月3日～5日開催予定、国営木曽三川公園138タワーパーク)
　・木曽川上下流域交流会(令和4年8月開催予定、長野県木曽郡)
　・いちのみや秋の緑化フェア(令和4年10月開催予定、国営木曽三川公園138タワーパーク)

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

16,400 千円 15,900 千円 △500 千円 15,900 千円 0 千円

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

4 予算編成過程・ＫＰＩの公開 （まちづくり部）

SDGs（持続可能な開発目標） 8 11 17

№40

部課室 まちづくり部公園緑地課


